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日 諾特許

高効率GTOインノヾ一夕
GTOを使用したインバータでは,短

絡電流の立上り抑制用のリアクトルが

GTOに直列接続される｡このようなイ

ンバータでは,GTOのオン時にリアク

トルに蓄積されたエネルギーをGTOの

オフ時にどのように処理するかが問題

となる｡従来はGTOに並列接続された

スナバコンデンサでこのエネルギーを

吸収し,GTOのオン暗にスナバ抵抗を

介して放電し処理していた｡したがっ

て,スナバコンデンサは,このエネル

ギ【をl吸収できるように大容量とLな

ければならず,また,このエネルギ【

はスナバ抵抗でジュール熱となるため

エネルギー損失も大きかった｡

日立製作所では,このような不都合

を解消するため,インバータの回路構

成を工夫し,

を開発した｡

に示すように,

極性でリアク

匝了期的なGTOインバーータ

このインバータは,匡11

GTOのオン時に図示の

トルに蓄不頁されたエネル

ギーを,GTOのオフ時にダイオードを

ダイオード

/

ゲート回路用電源

GTO

GTO

スナパ抵抗

スナバコンデンサ

一‾リアクトル
十

介LてゲⅦ卜出精用電油に仰還するも

のである｡
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特長･効果

スナバコンデンサの寄主圭を似こ械で

エネルギー才貝尖を帆減できるので,

図l 高効率GTOインバ

ータの回路構成

効率が向上する｡

2.提供技術

● 関連特許の実施許諾

特許第1085764号(特公昭56-28】03号)

｢インバータ装置+

電動機制御装置

この技術は,インバータを用いた電

動機制御装置の安定度を高めるのに役

立つものである｡

インバータの制御では,全体を小形

に構成できることから,狭幅パルスで

ゲー=ト回路を駆動する方式が多用され

ている｡

しかし,この方式によると,低速運

転時と制動をかけたときに,運転状態

が不安定になることがあった｡その原

因を調べてみると,低速運転時や制動

時は,直流リアクトルをi走れる電流が

保持電流以下になって,断続してしま

うためであることが分かった｡

このような二状態のときには,逆変換

器にゲート駆動用の狭幅パルスが供給

されても,逆変換器は導通状態にはな

り得ない｡

そこでこの発明では,匡11に示すよ

うに,逆変換器を構成するサイリスタ

⑪～⑳に点弧用狭幅パルスを供給する

第1ゲート信号発生手段(参と,繰r)返

して狭幅パルスを出し,これを順変換

器を形成するサイリスタ⑪a～⑲aのゲ

ート端子に与える第2ゲート信号発生

手段(彰とを設ける｡

そして,更に逆変換器ゲート制御手

段⑲を設け,第1ゲート信号発生手段

(参の一周期内に出る第2ゲート信号発
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第1ゲート信号発生手段

速度設定器

生手段の狭幅パルスは,第1ゲート信

号発生手段の出力を与えたサイリスタ

にも与えるようにした｡

1.特長･効果

(1)低速運転時,制動時とも,安定し

た運転を行なうことかできる｡

(2)狭幅パルスを順変換器,逆変換器

駆動用として使用できるので,全体が

小形･軽量になる｡
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図l 電動機の制御回路

(3)容桔の小さい直流リアクトルを使

用できるので,専有面積が′トさくなる｡

2.提供技術

■技術情報及び資料

■技術指導

● 関連特許の実施許諾

特許第I122268号(特公昭56-30797)

｢電動機制御装置+
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B 諾特許

ゲートターンオフサイリスタ
GTO(ゲートターンオフサイリスタ)

では,オフ時の熱破壊を阻止するため,

通常カソードエミッタ層をE字形やく

し形とし,その幅をできるだけ狭いも

のとしている｡このようなエミッタ層

の電極膜へのリード線取付けに閲し,

従来から広〈用いられているはんだ付

ゲートリード線 カソードリード線

広幅部分

狭幅部分

図l カソード側パターン

ゲートリード線 カソードリード線 電極裸

けは適用困難で,超音波ボンディング

や熟圧着は細いリード線が用いられる

が,作業性が悪く通電容量も小さい｡

エミッタ層と電極膜の問に絶縁膜を設

け,エミッタ層の幅を正二〈採るオーバ

レイ構造では,製作工程の増加,製作

歩留まりの低下などの問是亘があった｡

H立製作所が開発したGTO(図1,

2)は,カソードエミッタ層が狭幅部分

と広幅部分から成り,アノ【ドエミ ッ

タ屑は上記広幅部分の垂直投影領土或以

外の部分に制限され,カソーードり【ド

線は上記広幅部分上の電梅膜に固着さ

れるものである｡止ご幅部分では四層構

カソードエミッタ層

アノードエミッタ層

図2 ペレット断面

造になっていないので,オフ時に電†充

集中は起こらない｡狭帽部分の幅は十

分狭くすることができるので,オフ信

号は狭幅部分の全i或に及び,電流集中

はほとんど起こらない｡

l.特長･効果

(1)広幅部分でり”ド線を能率的に取

り付けることができる｡

(2)ターンオフ惟能及び信束副生が高し､｡

2.提供技術

●関連特許の実施許諾

特許第柑41782号(特公昭55-25508号)

｢ゲートターンオフサイリスタ+

インバータ電車の制御装置
新しし､電車の駆動システムとして,

メンテナンスフリー化や電車性能の向

上など,多くの利点をもつインバータ

電車がi主目されている｡

GTOインバ【タは,各卓j給を駆動す

る誘導電動機IMl～IM4に給電している｡

インバータの周波数指令ムは,各車輪

GTO

インバータ

PWM

制御装置
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の速度周波数(ムーム)に対して,滑り

周波数′5を加算(力行中)あるいは減算

(回生中)することによって求められる｡

PWM制御装置は,周波数指令ムに応

じた周波数と電圧をGTOインバータに

発生させる｡

ここで,速度周波数を得ているいず
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注:略語説明

GTO(ゲートターンオフサイリスタ)

PWM(パルス幅変調)
州Ⅰ---1M.壬(誘導電動機)

十 TG】′･リTGl(速度発電機)

ん Jp

ん(滑り周波数指令)

ち,(電動機電流指令)

図l インバー

タ電車の制御ブ

ロック図

れかの車輪に空転(又はi骨走)が生じる

と,周波数指令ムが増大(減少)して電

動機トルクを増大させ,全輪に空転(滑

走)を誘発する(国1)｡

本発明は,力行中には速度店=度数の

最小値んi｡に滑り周波数′5を加算し,

一方,回生中には,速度周波数の最大

値∫m｡Xから滑り周波数′sを減算して,

インバータの同f度数指令ムを得るもの

である｡

この方式によれば,一部の車輪に空

転や滑走を生じても,常に粘着してい

る車輪の速度周i度数を基準とした周波

数指令ムが得られ,誘導電動機IMl～

IM4は,分巻特性を有効に発揮して,

いったん空転(滑走)した中編も速やか

に再粘着する｡

t.特長･効果

高い粘着性能を発揮するので,車両

性能を向上させ,一編成での電動車数

を減らすことができる｡

2.提供技術

●関連特許の実施許諾

特開昭55-17230号,｢電気車の制御

装置+ほか数十件

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので.お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は･･･株式●社日立製イ良師
〒川0東京都千代田区丸の内一丁目5削号(新丸ビル)電話(03)214-3114(直通)特許部特許営業グループ
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HITAC L-450,L-470システム

HITAC L-450/L--･470システムは,

オフィス業務のEDP化,省力化を図る

いわゆるOA(Office Automation)化の

需要に十分応えた｡新しいタイプの′ト

形コンピュータシステムである｡各椎

OA機能の充実,最新技術の採用による

小形化,省エネルギー化を図り,加え

て中･大形機並の湛本構造を採用する

など,将来性,拡張性がある｡(図1)

1.主な特長

(1)ホストコンピュータとLて,各種

OA機能の充実を図り,使し-やすく,利
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用範囲の広いOAシステムとLて使うこ

とができる｡

(2)データベースの導入,設計,保守

が客観なリ レ【ショナル形データベー

スを提供する｡

(3)対話的にデⅦタ処理,文書処理や

ビジネスグラフ処]哩などができる｡

(4)簡兢言語NHELPファミリにより,

少人数でシステム開発ができる｡

(5)柔軟なネットワークシステムの情

築,多様なアプリケーションへの対応

を実現してし､る｡J

(6)省力化のための自動運転機能を強

図I HITAC L-450/

L-470システム

表l 主な仕様

システム名

項目
L-450 し-470

主 記 憶 容 l 0.5-2Mバイト l-4Mバイト

ローカルターミナル台数 8 31

フロツビーチイスク
243Kバイト/ Z43Kバイト/

985Kバイト 985Kバイト

ディスク

固 定 7ロ～520Mバイト 70～】′040Mバイト
パ ッ ク lロ0､400Mバイト

最大容t 520Mバイト 】′440Mバイト

回 線 数 4 14

ソ フ ト ウ ェ ア オペレーティングシステムVOSO′/ES

注:VOSO/ES=Virtu∂トstorage Operatln9System O/

Extended System

化している｡

(7)最新のハードウェア技術により,

一層の小形化,省エネルギー化を図っ
ている｡

(8)L-330からの格行性が容易であり,

また,L-450からL-470へは,フィール

ドでのアップグレードが可能である｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 コンヒュ几夕事業本部)

小形オペレーティングシステム"VOSO/ES”

VOSO/ES(Virtual-StOrage Operat-

ing SystemO/Extended System)は汎

用小形コンピュータHITAC L-450/L-

470用オペレーティングシステムであり､

次のねらし､を持っている｡

(1)OA化の中核システムとして位置付

けられること｡,

(2)エンドユ【サー指向に対応し,簡

易で操作性が優れていること｡

(3)データ処理の多様化と処理量の拡

大に対応できること｡

1.主な特長

(1)OA関連機能

複合機能ワークステーションを接続

し,パーソナルなOA業務を行うととも

に,叶Ⅰ核となるL-450/L-470システム

の強力なパワーを利用した本格的なOA

を実現できる｡

ワ【クステ【ショ ンからオフィスユ

ーザー言語により,り レ【ショナル形

データベースを検索,更新したり,結

果をビジネスグラフ表示できる(+また,

文書処車里機能付ワーーーークステ=ションと

の組み合わせで文吉の舶集,管理,集

げ妃などの機能を利用できる｡

(2)使い易い対話処j哩機能

メニューオ､イダンス方式により,エ

●複合機能ワークステーション接続機能
●オフィスユーザー言語

●文書管理システム
●ビジネスグラフ処理機能
●リレーショナル形データベース

●ファクシミリ出力機能

●HNAサブホスト横能
ファイル伝送処理
リモートバッチ処理
データストリーム互操

●ホストシステムでの
プログラム開発と
プログラム転送

●対話形ジョブ作成,メニュー作成機能
●対話形ファイル定義機能

●メニューガイダンス操作

●1台のワークステーションで複数業務の同時実行

OA関連株能

分散

ネットワーク機能

対話処理機能

VOSO/ES

OS基本機能

運用支援機能

●仮想記憶制御機能
●16Mバイトアドレス空間
●多重索引編成ファイルアクセス法

●自動化モニタ

●機密保護機能
●メッセージの日本語
表示

図l VOSO/ESの機能概要

ンドユーザーでも簡単に操作でき,プ

ログラム作成から実行に二至るまで監富

な対話処理概能によ

とができる｡

(3)柔軟な分散ネ､ソ

HNA,非HNAネ､

ファイルイ云送処理,

り布端に進めるこ

トワーク機能

トワーク構成での

りモートバッチ処

理,HNAネットワーク構成でのデータ

ストリーム7i換機能を利川できる｡Mシ

リーズホストシステムで開発したVOSO/

ESのプログラムをフ､ノログラム虹送で′受

けることもできる｡

(4)蓮町支援機能

自動運転機構と日動化モニタにより,

運転を自動化,省力化できる.っ また,

ユーザー7■‾■ロファイル機能により,エ

ンドユⅧサーのシステム使用の簡便化,

機密保護が可能である｡

(5)強力なOS某本機能

業務の多様化,処理量の拡大に対応す

るため,16Mバイトアドレス空間をサポ

ートする仮想記憶制御機能,多重索引編
成ファイルアクセス法などを備えている｡

図1にVOSO/ESの機能概要をホす｡

(日‾在製作所 コンビュ【タ事業本部)
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日立+G形多段ポンプ

これまで多段ポンプは,特に高揚程

を要求される中高層ビル,マンション

などの給水用,工場給水,簡易水道給

水,畑地かんがい給水などに幅広く使

用されている｡

近年,巾場ニーズとして省エネルギ

ー化の要請を満たす′ト形で効率の高い

製品が要望されるようになってきた｡J

このニーズに対応するため,JG形多

段ポンプは,効率的な水のi允れを発牛

させる羽根卓や,無駄なi允れをなくす

ケーシング形ご状を徹底的に解析するこ

とによって,先に開発した省エネルギ

ー形汁L用遠心ポンプJシリーズの技術

を駆使したものである｡

図lJG形多段ポンプの

外観

また､多段ホ■ンフ特有な羽根車から

†充水した水が効率よく1段目の案内羽

根と中間ケーーシングを維H‾1し,スムー

ズに2段目の羽根車に導かれるように,

案内羽根と中間ケ【シングの形二状を最

適化した多段ポンプ専用ハイマッチ ケ

Mシングを採用Lている｡

JG形多段ポンプの外観を図1に示すっ

1.主な特長

(1)同一指杜で‾､I-り壬J36%水嵩アップの

岳効率設計(当社従来機比)とした=!

(2)ポンプ本体ケーシング部からケー

シングサポート足をなくすことにより,

ホンフニ吸込口,吐出し口方向が自在と

遠藤-

表l 主な仕様

項 目 内 容

口 径 40～80mm

吐出 し水量 0.05～l.5m3/mln

全 損 程 30～270m

電動機出力 3.7～55kW

なり,現地での配管+二事など据付け作

業が答易となる｡

(3)耐食性の高いブロンズ製羽根車を

標準装備しているため､長年の使用に

も高性能を維持する｡

(4)ボンナ専用二極電動機の使用によ

り,実負荷運転で6dBの低騒音化(当

社従来機比)を実現した｡

(5)電動機を四触から二極にしたこと

により,ポンプ羽根車の/ト形化を実現

し,答枯比で平出J65%の′ト形･軽量化

(当社従来機比)を達成した｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日_､∑製作所 商品事業本部)
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